
民
族
学
者

・
文
化
人
類
学
者
の
梅

樟
忠
夫
さ
ん

（１
９
２
０
～
２
０
１

０
年
）
に
ち
な
ん
だ

「梅
樟
患
夫

・

山
と
探
検
文
学
贅
」

（同
賞
委
員
会

主
催
、信
濃
毎
日
新
聞
社
な
ど
協
賛
）

の
第
２
固
受
賛
作
に
、
中
村
保
さ
ん

（７８
）＝
憂

曇

守＝
の

「最
後
Ｑ

整

毎

チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
」

（東
京

新
じ

が
選
ば
れ
た
。１０
日
ま
で
に
、

同
委
員
会
が
中
村
さ
ん
に
伝
え
た
。

中
村
さ
ん
は
１
９
３
４
（昭
和
９
）

年
、
憂

犀

工
ま
れ
。

磨

哭

幽

爵

辞

に
所
属
し
、
信
州
の
山
々
な
ど
の
登

山
に
熱
中
。
大
手
重
工
業
メ
ー
カ
ー

勤
務
を
経
て
、
９０
年
か
ら
東
チ
ベ
ッ

ト
や
雲
南
、
四
川
な
ど
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
の
東
側
の
踏
査
を
重
ね
、
２‐
年

間
に
わ
た
り
３０
回
以
上
、
探
検
を
繰

り
返
し
て
き
た
。
成
果
を
内
外
の
雑

誌
で
発
表
し
、秩
父
宮
記
念
山
岳
箕
、

英
国
王
立
地
理
学
協
会
の

「バ
ス
ク

・
メ
ダ
ル
」
を
受
賞
し
た
。

２
０
０
５
年
ま
で
に
、

「と
マ
ラ

ヤ
の
東
」

（山
と
渓
谷
社
）
な
ど
の

３
部
作
を
刊
行
。

「最
後
の
辺
境
」

は
そ
の

日
死
籍
編
」
と
位
置
づ
け
、

中
村
保
さ
ん

０５
年
以
降
７
年
間
の
踏
査
や
研
究
、

世
界
各
地
で
の
講
演
な
ど
を
ま
と
め

た
。
６
０
０
０
肝
級
の
未
踏
峰
を
含

む
山
々
の
姿
や
、
メ
コ
ン
川
な
ど
大

河
の
上
流
部
が
つ
く
る
深
い
峡
谷
な

ど
の
地
形
を
解
説
。

「チ
ベ
ッ
ト
の

ア
ル
プ
ス
」
と
呼
ぶ
美
し
い
出
々
の

写
真
や
地
図
を
入
れ
、
知
ら
れ
ざ
る

世
界
を
紹
介
し
て
い
る
。

自
ら
を

「元
企
業
戦
〓
の
キ
セ
ル

登
山
家
」

「老
年
探
検
隊
」
と
呼
ぶ

中
村
さ
ん
。
梅
樟
質
の
受
賞
の
知
ら

せ
に

「約
２０
年
の
踏
査
や
研
究
の
集

大
成
で
あ
る
本
書
で
、
尊
敬
す
る
大

先
輩
の
梅
樟
さ
ん
の
名
前
を
冠
し
た

賞
を
い
た
だ
け
る
の
は
光
栄
で
あ

り
、励
み
に
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

同
質
は
世
界
各
地
を
探
検
し
、
独

自
の
文
明
論
を
展
開
し
た
鵜
樺
さ
ん

（集
英
社
）
。
今
回
は
１１
～
１２
年
に

刊
行
さ
れ
た
約
３０
点
か
ら
選
ん
だ
。
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中
村
保
さ
ん
「最
後
の
辺
境

チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
」に

十 J日臼日“

中村保 著 「最後
の辺境  チ ベ ッ
トのアルプス」

像
姥

寡
材
郷
明

や
０
一的
・　
的
・　
ヽヽ
　
ム観
留
名刺
「


